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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第66期
第３四半期
連結累計期間

第67期
第３四半期
連結累計期間

第66期

会計期間
自  平成22年10月１日
至  平成23年６月30日

自  平成23年10月１日
至  平成24年６月30日

自  平成22年10月１日
至  平成23年９月30日

売上高 (千円) 2,097,034 2,378,487 2,882,535

経常損失(△) (千円) △330,622 △423,904 △512,977

四半期(当期)純利益
又は四半期純損失(△)

(千円) 432,149 △374,362 398,069

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 405,002 △353,613 363,714

純資産額 (千円) 8,043,881 7,648,980 8,002,593

総資産額 (千円) 9,239,545 8,850,864 9,141,494

１株当たり四半期(当期)純利益
金額又は1株当たり四半期純損失
金額(△)

(円) 10.69 △9.26 9.84

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 87.1 86.4 87.5

　

回次
第66期
第３四半期
連結会計期間

第67期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

１株当たり四半期純利益金額又
は1株当たり四半期純損失金額
(△)

(円) 5.27 △0.17

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４．第66期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号　平成22年6月30日)を適用し、遡及処理しております。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容につい

て、重要な変更はありません。

また、関係会社の異動については、ゴルフ・リゾート事業におきまして、株式会社Ａ．Ｃインターナショ

ナル(連結子会社)が、平成23年10月１日付で株式会社姫路相生カントリークラブ(連結子会社)を吸収合併

しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　
２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　
３ 【財政状態、経営成績の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び連結子会

社)が判断したものであります。

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間のわが国経済は、東日本大震災の影響から持ち直しの動きがみられたもの

の、欧州の財政不安や円高の長期化等により、依然として先行き不透明な状況で推移いたしました。

こうした経済状況のもとで、当社グループは、ゴルフ・リゾート事業と建設事業における売上高の増加

及び経費の削減により、営業損失は前年同四半期と比較して、１億80百万円減少しました。

経常損益に関しましては、持分法による投資損失を２億14百万円計上いたしました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高23億78百万円（前年同四半期売上高20億97百万

円）、営業損失２億35百万円（前年同四半期営業損失４億15百万円）、経常損失４億23百万円（前年同四

半期経常損失３億30百万円）、四半期純損失３億74百万円（前年同四半期　四半期純利益４億32百万円）

となりました。

　
セグメントの業績は次のとおりであります。

なお、以下の売上高にはセグメント間の内部売上高または振替高を含んでおります。

①　ゴルフ・リゾート事業

ゴルフ・リゾート事業におきましては、ゴルフ場収入が微増で推移し、当期より新香木原カントリー

クラブの施設賃貸料収入が加わり売上高が増加しました。この結果、売上高９億61百万円（前年同四半

期売上高８億78百万円）、営業損失２億32百万円（前年同四半期営業損失３億74百万円）となりまし

た。

②　ファイナンス事業

ファイナンス事業におきましては、貸金業の撤退及びリース業の見直し等により、売上高９百万円

（前年同四半期売上高16百万円）、営業利益13百万円（前年同四半期営業損失７百万円）となりまし

た。営業利益の増加要因は、貸倒引当金戻入額を営業費用の戻入として処理したことによります。

③　建設事業

建設事業におきましては、工事施工が順調に推移したことにより売上高が増加しましたが、一方原価

率が増加しました。この結果、売上高13億59百万円（前年同四半期売上高11億47百万円）、営業損失24

百万円（前年同四半期営業損失６百万円）となりました。

④　リアルエステート事業

リアルエステート事業におきましては、公示地価やオフィス賃貸の低迷により厳しい状況を迎えて

おります。その結果、売上高52百万円（前年同四半期売上高57百万円）、営業利益７百万円（前年同四

半期営業利益４百万円）となりました。　

なお、前連結会計年度の９月をもってインベストメント事業から撤退しております。
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(2) 財政状態の分析

(資産)

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ２億90百万円減少し、88億50百万円

となりました。

流動資産は98百万円減少し38億19百万円、固定資産は１億92百万円減少し50億31百万円となりました。

流動資産減少の主な内訳は、現金及び預金が１億60百万円減少した一方、受取手形・完成工事未収入金等

が75百万円増加したことによります。

固定資産の減少の内訳は、有形固定資産の増加19百万円、無形固定資産の増加５百万円、投資その他の

資産の減少２億17百万円であります。このうち、投資その他の資産減少の主な要因は、持分法による投資

損失等により関係会社株式が１億97百万円減少したことによります。

なお、破産更生債権等19億23百万円を、同額の貸倒引当金に充当することにより償却しました。

(負債)

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べて62百万円増加し、12億１百万円

となりました。流動負債では支払手形・工事未払金等が98百万円増加し、固定負債では退職給付引当金が

35百万円減少しました。

(純資産)

当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べて３億53百万円減少し、76億48

百万円となりました。純資産減少の主な要因は、四半期純損失の計上による利益剰余金の減少でありま

す。

　
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　
(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 150,000,000

計 150,000,000

　
② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成24年８月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 42,442,851 42,442,851
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は100株であ
ります。

計 42,442,851 42,442,851― ―

　
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額(千円)

資本準備金
残高(千円)

平成24年４月１日～
平成24年６月30日

― 42,442,851 ― 3,500,000 ― 4,612,597

　
(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成24年３月31日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

　
① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
普通株式

2,000,600
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

40,439,200
404,392 ―

単元未満株式
普通株式

3,051
― ―

発行済株式総数 42,442,851― ―

総株主の議決権 ― 404,392 ―

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には自社保有の自己株式95株が含まれております。

　
② 【自己株式等】

　 　 平成24年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社Ａ.Ｃ
ホールディングス

東京都港区芝大門一丁目
２番１号

2,000,600 ― 2,000,6004.71

計 ― 2,000,600 ― 2,000,6004.71

　
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　
２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成24年４月１日

から平成24年６月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年10月１日から平成24年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、監査法人まほろばによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,864,023 2,703,339

受取手形・完成工事未収入金等 419,728 ※2
 495,185

商品 13,234 14,464

材料貯蔵品 14,074 14,818

販売用不動産 534,563 533,942

その他 98,948 80,528

貸倒引当金 △27,168 △22,920

流動資産合計 3,917,404 3,819,359

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 762,406 792,254

機械装置及び運搬具（純額） 45,224 33,487

工具、器具及び備品（純額） 11,901 12,199

土地 3,009,739 3,010,209

建設仮勘定 － 840

有形固定資産合計 3,829,271 3,848,991

無形固定資産

その他 8,108 13,614

無形固定資産合計 8,108 13,614

投資その他の資産

関係会社株式 1,048,919 851,423

長期貸付金 383,550 354,750

破産更生債権等 1,923,918 0

その他 566,686 286,067

貸倒引当金 △2,536,363 △323,341

投資その他の資産合計 1,386,710 1,168,899

固定資産合計 5,224,089 5,031,505

資産合計 9,141,494 8,850,864
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 302,920 401,574

未払法人税等 8,808 9,437

賞与引当金 4,186 2,651

ポイント引当金 21,012 20,028

その他 260,427 264,331

流動負債合計 597,354 698,022

固定負債

退職給付引当金 204,090 168,566

役員退職慰労引当金 6,340 6,913

資産除去債務 1,988 2,006

その他 329,126 326,374

固定負債合計 541,546 503,861

負債合計 1,138,900 1,201,884

純資産の部

株主資本

資本金 3,500,000 3,500,000

資本剰余金 5,650,811 5,650,811

利益剰余金 △482,408 △856,771

自己株式 △604,076 △604,076

株主資本合計 8,064,325 7,689,963

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △28,626 △24,965

土地再評価差額金 △6,153 －

為替換算調整勘定 △26,953 △16,017

その他の包括利益累計額合計 △61,732 △40,982

純資産合計 8,002,593 7,648,980

負債純資産合計 9,141,494 8,850,864
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成23年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年10月１日
　至 平成24年６月30日)

売上高 ※
 2,097,034

※
 2,378,487

売上原価 1,163,099 1,411,352

売上総利益 933,935 967,135

販売費及び一般管理費 1,349,856 1,202,994

営業損失（△） △415,920 △235,858

営業外収益

受取利息 12,018 9,597

受取配当金 1,092 63

受取給付金 9,606 1,815

持分法による投資利益 48,876 －

投資不動産賃貸料 22,036 26,517

貸倒引当金戻入額 － 1,645

その他 36,017 28,772

営業外収益合計 129,647 68,413

営業外費用

持分法による投資損失 － 214,594

投資不動産賃貸費用 26,742 33,917

その他 17,606 7,946

営業外費用合計 44,349 256,458

経常損失（△） △330,622 △423,904

特別利益

固定資産売却益 2,917 107

貸倒引当金戻入額 235,922 －

持分法過年度修正益 427,165 －

前期損益修正益 103 －

受取補償金 － 30,375

競売による配当益 113,979 4,951

受取保険金 － 19,534

その他 5,262 107

特別利益合計 785,350 55,076

特別損失

投資有価証券売却損 1,646 －

固定資産除売却損 2 204

前期損益修正損 386 －

減損損失 13,525 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 385 －

特別損失合計 15,945 204

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

438,782 △369,031

法人税、住民税及び事業税 6,632 5,331

四半期純利益又は四半期純損失（△） 432,149 △374,362
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成23年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年10月１日
　至 平成24年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 432,149 △374,362

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 2,899 3,650

持分法適用会社に対する持分相当額 △30,047 17,099

その他の包括利益合計 △27,147 20,749

四半期包括利益 405,002 △353,613

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 405,002 △353,613
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年10月１日　至　平成24年６月30日)

(連結の範囲の重要な変更)

連結子会社でありました株式会社姫路相生カントリークラブは、平成23年10月１日に同じく連結子会社である

株式会社Ａ．Ｃインターナショナルに吸収合併されたため、第１四半期連結会計期間より連結の範囲から除外し

ております。これにより連結子会社の数は４社となっております。

　
【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　
【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年10月１日　至　平成24年６月30日)

(会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用)

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号　平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関

する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日)を適用しております。

　
【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

１．受取手形裏書譲渡高

　
前連結会計年度
(平成23年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

受取手形裏書譲渡高 4,221 千円 7,715 千円

　　  

    ※２．四半期連結会計期間末日満期手形

 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当第３四半期連結会計期間の末日が金融機

関の休日でしたが、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当第３四半期連結会計期間末

日満期手形の金額は次のとおりであります。

　
前連結会計年度
(平成23年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

　受取手形 －千円 5,220 千円

　　  

(四半期連結損益計算書関係)

※売上高の季節的変動

前第３四半期連結累計期間（自　平成22年10月１日　至　平成23年６月30日）及び当第３四半期連結累

計期間（自　平成23年10月１日　至　平成24年６月30日）

ゴルフは屋外スポーツであり、当社グループの売上高は、気候の厳しい冬に該当する第２四半期に低く

なる傾向があります。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりでありま

す。

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成23年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年10月１日
至  平成24年６月30日)

減価償却費 50,073 千円 58,656 千円

　
(株主資本等関係)

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間(自　平成22年10月１日　至　平成23年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　

報告セグメント
調整額
(千円)
(注) １

四半期連結
損益計算書
計上額
(千円)
(注) ２

ゴルフ・
リゾート
事業
(千円)

ファイナ
ンス事業
(千円)

インベス
トメント
事業
(千円)

建設事業
(千円)

リアルエ
ステート
事業
(千円)

計
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客への売上高878,97712,406 ― 1,147,68557,9652,097,034― 2,097,034

  (2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

― 3,719 ― － － 3,719△3,719 ―

計 878,97716,125 ― 1,147,68557,9652,100,753△3,7192,097,034

セグメント利益又は損失(△)△374,746△7,054△29,449△6,2914,966△412,575△3,345△415,920

(注) １．セグメント利益又は損失(△)の調整額は、セグメント間取引消去等であります。

２．セグメント利益又は損失(△)は四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「ゴルフ・リゾート事業」セグメントにおいて、現在の事業環境及び今後の見通しを勘案し、収益性を

検討した結果、13,525千円の減損損失を計上しております。　

　
Ⅱ　当第３四半期連結累計期間(自　平成23年10月１日　至　平成24年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　

報告セグメント
調整額
(千円)
(注) １

四半期連結
損益計算書
計上額
(千円)
(注) ２

ゴルフ・リ
ゾート事業
(千円)

ファイナ
ンス事業
(千円)

建設事業
(千円)

リアルエス
テート事業
(千円)

計
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客への売上高 961,5345,1661,359,61352,1732,378,487― 2,378,487

  (2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

― 3,972 ― ― 3,972△3,972 ―

計 961,5349,1391,359,61352,1732,382,460△3,9722,378,487

セグメント利益又は損失(△)△232,51213,597△24,7227,093△236,544 685△235,858

(注) １．セグメント利益又は損失(△)の調整額は、セグメント間取引消去等であります。

２．セグメント利益又は損失(△)は四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　
２．報告セグメントの変更等に関する事項

前連結会計年度の９月をもって、インベストメント事業から撤退しております。

　
３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりで

あります。

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年10月１日
至　平成23年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年10月１日
至　平成24年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額又は
１株当たり四半期純損失金額(△)

10円69銭 △9円26銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)
                                           (千円)

432,149 △374,362

    普通株主に帰属しない金額               (千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額
    又は四半期純損失金額(△)               (千円)

432,149 △374,362

    普通株式の期中平均株式数               (千株) 40,442 40,442

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年８月８日

株式会社Ａ.Ｃホールディングス

取締役会  御中

　

監査法人まほろば

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    土    屋    洋    泰    印

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    赤    坂    知    紀    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社Ａ.Ｃホールディングスの平成23年10月１日から平成24年９月30日までの連結会計年度の第３四半期連
結会計期間(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年10月１日
から平成24年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計
算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社Ａ.Ｃホールディングス及び連結子会
社の平成24年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正
に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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